
                                                               リバーフロント研究所報告 第 34 号 2023 年 10 月 

- 123 - 

 

紫川（豊後橋～貴船橋）河川改修計画検討 
～治水と河川環境の両立を目指して～ 

Study on the River Improvement Plan for the Murasaki River (Bungo Bridge to Kibune Bridge)  
- Aiming for both Flood Control and River Environment 

 

自然環境グループ 研 究 員 福嶋 克武 

自然環境グループ 研 究 員 白尾 豪宏 

自然環境グループ グループ長 森  吉 尚 

 

１．はじめに 

北九州市を流れる二級河川・紫川の下流区間（河口

～2.2 ㎞）では、昭和 62 年よりマイタウン・マイリバ

ー（以下「MM」という）整備事業として河川整備事業が

進められており、河口から豊後橋（約 1.5 ㎞）までに

おいては、事業の最終段階である治水整備（1/100 河

道）が概ね完了しつつある。一方で、同区間の上流部

（豊後橋～貴船橋：以下「対象区間」という）において

は、現在も人工ワンドや自然干潟等が残り、ここにし

かいない重要種も多い。このため、平成 22 年における

「紫川（MM 区間）河道掘削検討会」では、特に①シロ

ウオの産卵環境である浮き石による河床形状、②トビ

ハゼの生息環境である河岸の泥干潟、③ウラギクの生

息環境である潮間帯の保全に最大限配慮することとさ

れている。本研究は対象区間において、河川環境の保

全と治水安全度の確保を両立する河川改修計画を提案

するとともに、環境保全の方針、施工時での環境への

影響の軽減対策について検討を行った。 

 

２．検討の流れ 

河川改修計画の検討等においては、現存する干潟や

ヨシ原等の自然環境の把握なども含め、有識者のヒア

リングも行い図－１に示す手順で検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 環境保全対策の検討手順 

 

３．自然環境の現状 

対象区間は、図－２に示す通り、左岸に人工干潟の

潮間帯、背後のヨシ帯、右岸には転石まじりの干潟な

どがあり、潮間帯を生息・生育場とする貴重な動植物

が生息する。シロウオについては、対象区間の上流に

産卵場があり溯上経路になることから、河川整備の施

工時期での配慮等が必要になる。また、右岸旧低水護

岸周辺に生息する重要群落のシオクグや左岸貴船橋直

下の重要群落アイアシなど、考慮すべき生息場、重要

種を明らかにした。 

 
図－２ 重要な生息場の整理結果 

 

４．河道設定 

 今回の検討では、豊後橋から上流に向かって、スラ

イドダウン掘削（現況河床形状の平行移動）で貴船橋

下流（現実的な台船掘削限界）まで掘削する案を複数

計算し、治水安全度を確保できる方策があるかを検討

した（表－１）。 

 その結果、環境上重要である左岸側の人工干潟の保

全、右岸側の上流干潟・流れ込みの保全を行いつつも、

それ以外の区域をスライドダウン掘削することで、現

状の河床形状や勾配を変えずに河積の拡大を図り、当

該区間での流下能力として、年超過確率 1/100 規模が

確保できる河道が示された。 

 なお、下流から連続して整備が進められてきた河道

内の水辺の遊歩道は、潮間帯の保全、河積確保のため

に従来の延長計画を見直し、河岸上の歩道に接続する

坂路整備などの代替措置を講じ、対象区間での整備は

行わないこととしている（図－３）。 
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表－２ 有識者ヒアリングの意見と対応方針 

 

 

５．環境保全の方針検討 

新たに検討した河道設定をもとに、環境保全の方針

について有識者ヒアリングを行い、重要区間ごとに対

応方針をとりまとめた。現状の保全にとどまらず、施

工前の移植対応や新たな干潟環境創出など、幅広い視

点で環境保全策をとりまとめている（表－２）。 

５－１ 環境に配慮した護岸工法の検討 

 対象区間の高水護岸については、老朽化してはらみ

だしている既設護岸の改築となるため、現状を改変し

ないよう、施工中の環境上の配慮、施工条件を踏まえ、

左右岸、区間別に、護岸タイプ、施工方法について提

案を行っている。 

５－２ 干潟の復元 

 左岸人工干潟は、土砂堆積等により環境の変化が確

認されたが、現環境に適した重要種が定着しているこ

とから、今後も堆積傾向にあると推定された。このた

め、切り下げは行わず現状保全とし、新たに現干潟の

上流に新設の干潟の創出を提案している。新設干潟は、 

今日まで確認された重要種の生活史を整理し、その環

境の創出を目指すこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－３ 施工時の環境影響軽減対策（移植計画） 

 工事着手前に対象区間内の重要種等生息・生育範囲

と比高を調査し、影響が予想される場合には移植等の

対策を検討した。老朽化した護岸の改築工事での移植

対象種として、シオクグ（右岸旧低水護岸周辺、福岡

県 RDL カテゴリーⅢ）、ウラギク（種子採集による播種、

左岸人工干潟水際周辺、環境省レッドリスト準絶滅危

惧、福岡県 RDL 絶滅危惧ⅠB類）、陸生カニ類・巻貝類

（左岸下流護岸周辺、福岡県 RDL 準絶滅危惧等）、アイ

アシ（左岸貴船橋直下、福岡県 RDL カテゴリーⅡ）を

挙げ、工事の施工順序にあわせての移植工程を示した。 

 さらには、アユ、シロウオ溯上期に配慮した施工や、

環境手帳による施工業者への周知も提案している。な

お環境手帳とは、錯綜する工事業者間での情報共有を

図るため、立入禁止措置区域の明示や配慮事項、申し

送り事項を記したものである。 

 

６．今後の課題 

河川環境に関する合意形成には、学習会や合同移植

の開催等、市民連携の企画も効果的であることから、

「NPO 北九州市魚部」等との情報交換等、交流を検討す

ることが望ましいと考えられる。市民連携で、その後

の維持管理やモニタリングなどの枠組みづくりも目指

すことが可能である。 

 

７．おわりに 

 紫川は、政令指定都市を流れる河川としてはあまり

多くはない、自然環境が豊かな河川である。平成 22 年

当時の MM 区間の検討から、先進的に、治水、河川環境、

河川利用に配慮した河川整備検討に、（公財）リバーフ

ロント研究所が携わることができ、特に、河川環境上

重要な豊後橋から貴船橋の区間について、北九州市の

理解をいただきました。また、環境などの専門家のア

ドバイスをいただけた中で、河川環境に配慮した河道

計画が示せたことに深く感謝をいたします。 
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図－３ イメージパース図（右岸側上流を望む） 
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